
Windows10「バージョン 21H2」のサポート終了につて 

Windows10「バージョン 21H2」が 2023年 6月 13日（米国時間）にサポートサービスが終了します。 

Microsoftは、今年 3月 15日に続き、4月 18日にも公式サイトで注意喚起を発表しています。 

サービス終了後のバージョンには、セキュリティ更新プログラムが供給されなくなり、脆弱性が放置されるこ

とにより、ランサムウェアをはじめサイバー攻撃のターゲットにされる可能性が高くなります。 

最新版の「バージョン 22H2」又は「Windows11」への移行が必要です。 

なお、Windows10Enterprise バージョン 21H2 及び Windows10Education バージョン 21H2 については、

2024年 6月までサポートが継続されます。 

※ サポート終了とは 

Microsoftが、提供しているサポートとは、保守のことで、Microsoftが責任を持って Windowsの OSの

機能を改善し、不具合、セキュリティの脆弱性に対応しています。 

サポート終了後、その後に発生した問題には Microsoft に対応が求められなくなり、問題が生じ業務に

影響が生じても、自己責任で対応しなければなりません。 

 

 

 

 

 


